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１．平成26年３月期第３四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成26年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第３四半期 296 △20.7 △17 ― △18 ― △1 ―
25年３月期第３四半期 374 △6.8 △21 ― △25 ― △23 ―

 

(注) 包括利益 26年３月期第３四半期 20百万円( ―％) 25年３月期第３四半期 △52百万円( ―％)
 

 
１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

  円 銭 円 銭

26年３月期第３四半期 △0.11 ―

25年３月期第３四半期 △1.93 ―
 

（２）連結財政状態  
 

  総資産 純資産 自己資本比率

  百万円 百万円 ％

26年３月期第３四半期 2,014 1,111 55.2
25年３月期 2,001 1,091 54.5

 

(参考) 自己資本 26年３月期第３四半期 1,111百万円 25年３月期 1,091百万円
 

２．配当の状況

 
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

26年３月期 ― 0.00 ―    

26年３月期(予想)       0.00 0.00
 

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
  (％表示は、対前期増減率)

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 390 △13.1 △15 ― △20 ― △3 ― △0.24
 



  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。  

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添

付資料２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  
  
  
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期３Ｑ 12,911,000株 25年３月期 12,911,000株

② 期末自己株式数 26年３月期３Ｑ 557,282株 25年３月期 556,793株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期３Ｑ 12,353,963株 25年３月期３Ｑ 12,354,460株
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安倍政権による一連の経済政策が功を奏し円高の

是正・株高が進み、大企業中心に企業実績が改善し、日本経済は緩やかな回復に向かっております。ま

た、2020年のオリンピック開催が東京に決まったことから景気回復への期待がさらに高まっておりま

す。  

足元の国内景気は、個人消費が底堅く生産及び設備投資も上向いており、自動車販売が好調なことに

加え、マンション・一戸建ての増税前の駆け込み需要のほか、高額品の販売が好調に推移しておりま

す。しかしながら、先行きについては2014年４月から８％への消費増税が決まったことから、駆け込み

需要の反動減に対する懸念も不安視されております。また、長引く欧州景気の低迷、中国経済の成長減

速など下振れリスクがあるものの、米国経済が比較的堅調に推移し新興国の経済持ち直しなどから、全

体としては緩やかに回復が見込まれております。  

繊維景況は、衣料関係では百貨店の衣料品販売が前年比増加となっております。高密度長繊維織物は

国内外ともに在庫調整が進展し、円安による輸出採算が大幅に改善し、回復基調にあります。  

一方、ユニフォーム・ワーキングウエアは在庫調整の解消が見られ、低位ながらも動き始めておりま

す。資材関係では、自動車関係資材が堅調に推移、またカーテン関係は新規住宅着工件数が堅調にもか

かわらず、依然として輸入製品増加により低調となっております。  

当社の産業資材分野では、主力商品であるアラミド繊維（高機能難燃繊維）・高強力繊維ともに自動

車関連資材向けは、比較的堅調に推移したものの受注は伸び悩み、アラミド繊維全体の売上高は前年同

四半期に比べ10,522千円減少し、167,851千円となりました。一般衣料紡績糸はユニフォーム用の在庫

調整が長引き、インテリア用についても減少となり色物紡績糸の受注も低迷しました。一方、昨年から

取り組んでいるインナー用紡績糸は本格生産となりましたが他用途の減少を補うに至らず、売上高は前

年同四半期に比べ66,918千減少し、129,054千円となりました。  

このような状況の中、当社グループ（当社及び連結子会社）の業績は、ポリエステルを中心に受注減

少が響き、売上高は前年同四半期比べ77,440千円減少し、296,906千円となりました。  

この間、受注減少に伴う生産体制の見直しを行い、製造原価・販売管理費の圧縮に努めましたが、電

気料金などのエネルギー費用の上昇もあり営業損失は17,243千円（前年同四半期は21,297千円の営業損

失）、経常損失は18,532千円（前年同四半期は25,700千円の経常損失）となりました。特別利益に投資

有価証券売却益15,271千円を計上した結果、四半期純損失は1,397千円（前年同四半期は23,836千円の

四半期純損失）となりました。  

  

総資産は、前連結会計年度末に比べ13,169千円(0.7％)増加し、2,014,346千円となりました。この増

加の主な要因は、現金及び預金が17,114千円、売掛金及び受取手形が10,761千円増加したことにより流

動資産が32,391千円、投資有価証券の時価が上昇したことにより投資その他の資産が14,941千円それぞ

れ増加した一方で、減価償却費の計上等により有形固定資産が33,539千円減少したこと等によるもので

あります。 

負債は、前連結会計年度末に比べ7,009千円(0.8％)減少し、902,744千円となりました。この減少の

主な要因は、原料購入代の増加により支払手形及び買掛金が5,749千円、投資有価証券の時価上昇によ

り繰延税金負債が9,384千円それぞれ増加した一方で、短期借入金が20,660千円減少したこと等による

ものであります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明
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純資産は、前連結会計年度末に比べ20,178千円(1.8％)増加し、1,111,601千円になりました。この増

加の主な要因は、投資有価証券の時価が上昇したことにより、その他有価証券評価差額金が21,599千円

増加した一方で、四半期純損失を計上したことにより利益剰余金が1,397千円減少したことによるもの

であります。 

  

平成26年３月期の業績予想につきましては、平成25年11月１日に公表いたしました業績予想から変更

はございません。  

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

当社グループは、継続的に営業損失を計上し、当第３四半期連結累計期間においても17,243千円の営

業損失を計上しております。こうした状況から当社グループには、継続企業の前提に関する重要な疑義

が存在しております。  

当社グループは、当該状況を解消するため、当期において以下の対応策を講じております。 

１．受注の確保 

当社の取引先と協力し、高機能繊維を使用した高付加価値商品の開発に取り組むとともに新規取引

先の模索等に取り組み、経営陣が全力で受注確保に努めております。 

２．労務費の削減 

若年層への業務引継、技術継承のためコスト増となっておりましたが、引継等の完了及び製造担当

者の多能工化を図り、年間20百万円の削減を目標としております。  

３．販売費及び一般管理費の削減 

役員報酬の減額や人員配置の見直し等を実施し、年間20百万円の削減を目標としております。 

上記の対応策を実施しておりますが、これらの対策は実施途上であり、現時点では継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の

影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 53,685 70,799

受取手形及び売掛金 16,759 27,521

製品 9,405 5,290

仕掛品 6,050 6,379

原材料及び貯蔵品 1,325 9,494

その他 8,954 9,086

流動資産合計 96,181 128,572

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 619,210 600,584

機械装置及び運搬具（純額） 75,536 61,651

土地 858,464 858,464

リース資産（純額） 5,640 4,799

その他（純額） 1,710 1,523

有形固定資産合計 1,560,563 1,527,023

無形固定資産   

リース資産 549 240

ソフトウエア 1,081 767

施設利用権 807 807

無形固定資産合計 2,438 1,815

投資その他の資産   

投資有価証券 331,009 346,152

その他 10,983 10,782

投資その他の資産合計 341,993 356,934

固定資産合計 1,904,994 1,885,773

資産合計 2,001,176 2,014,346
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,963 14,713

短期借入金 547,660 527,000

リース債務 1,610 1,610

未払法人税等 1,187 895

賞与引当金 3,594 2,286

その他 23,127 25,707

流動負債合計 586,142 572,213

固定負債   

リース債務 4,888 3,681

繰延税金負債 50,807 60,192

再評価に係る繰延税金負債 251,294 251,294

退職給付引当金 5,680 4,922

役員退職慰労引当金 10,439 10,439

その他 500 －

固定負債合計 323,610 330,530

負債合計 909,753 902,744

純資産の部   

株主資本   

資本金 714,000 714,000

資本剰余金 1,257 1,257

利益剰余金 △33,736 △35,133

自己株式 △57,352 △57,376

株主資本合計 624,167 622,746

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 19,430 41,030

土地再評価差額金 447,824 447,824

その他の包括利益累計額合計 467,255 488,854

純資産合計 1,091,422 1,111,601

負債純資産合計 2,001,176 2,014,346
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 374,347 296,906

売上原価 309,374 242,216

売上総利益 64,972 54,690

販売費及び一般管理費   

運送費及び保管費 8,619 6,578

役員報酬 13,118 9,165

給料及び手当 28,304 22,487

賞与引当金繰入額 453 504

その他 35,774 33,197

販売費及び一般管理費合計 86,270 71,933

営業損失（△） △21,297 △17,243

営業外収益   

受取利息 18 12

受取配当金 4,831 5,344

不動産賃貸料 5,483 6,347

その他 2,241 1,747

営業外収益合計 12,575 13,452

営業外費用   

支払利息 12,908 12,462

支払補償費 1,336 762

その他 2,732 1,516

営業外費用合計 16,977 14,741

経常損失（△） △25,700 △18,532

特別利益   

投資有価証券売却益 － 15,271

特別利益合計 － 15,271

税金等調整前四半期純損失（△） △25,700 △3,261

法人税、住民税及び事業税 381 381

法人税等調整額 △2,245 △2,245

法人税等合計 △1,864 △1,864

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △23,836 △1,397

四半期純損失（△） △23,836 △1,397
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △23,836 △1,397

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △29,158 21,599

その他の包括利益合計 △29,158 21,599

四半期包括利益 △52,995 20,202

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △52,995 20,202

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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当社グループは、継続的に営業損失を計上し、当第３四半期連結累計期間においても17,243千円の

営業損失を計上しております。こうした状況から当社グループには、継続企業の前提に関する重要な

疑義が存在しております。  

当社グループは、当該状況を解消するため、当期において以下の対応策を講じております。 

 １．受注の確保 

当社の取引先と協力し、高機能繊維を使用した高付加価値商品の開発に取り組むとともに新 規

取引先の模索等に取り組み、経営陣が全力で受注確保に努めております。 

 ２．労務費の削減 

若年層への業務引継、技術継承のためコスト増となっておりましたが、引継等の完了及び製造担

当者の多能工化を図り、年間20百万円の削減を目標としております。  

 ３．販売費及び一般管理費の削減 

役員報酬の減額や人員配置の見直し等を実施し、年間20百万円の削減を目標としております。 

上記の対応策を実施しておりますが、これらの対策は実施途上であり、現時点では継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性

の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。  

  

該当事項はありません。  

  

当社及び連結子会社の事業は、紡績糸の生産・販売及びこれらの付随業務の単一セグメントであるた

め、記載を省略しております。  

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）
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